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○「なかよし大縄大会」を通して 

5 月から続けてきたなかよし活動の集大成として、１０月２７日

に「なかよし大縄大会」を行いました。児童会の企画のもと、「ぽ

かぽか言葉で えがおで 明るい 稲西っ子」をスローガンとして、

太陽の時間に、異年齢集団で、大縄跳びの練習を続けてきました。

大会当日は、澄み切った青空の下、元気よく活動できました。記録

更新ができたグループもありましたが、できなくてもなかよしの輪

を広げることができた大会であったと感じています。 

大縄は、低学年にとっては、縄に入ること自体難しいことです。

みんなで「ハイ、ハイ」と声をかけたり、そっと背中を押したり、

ゆっくりと縄を回したりして、参加できるようにとみんなで工夫し

ながら取り組みました。ひっかかっても、「がんばれ」「惜しい」

「大丈夫」という声をかけてくれます。 

躊躇して縄に入れなかった子が、縄に入れたり、跳ぶことができ

たりできたとき、「やったー」と喜び合う姿は、とても素敵です。

大会後は、グループみんなで弁当タイム。楽しいひと時を過ごすこ

とができました。温かい空気を感じることができました。 

異年齢集団である「なかよし活動」を通して、相手を思い遣る言

葉づかいや、にこやかな表情で接することがいかに大切であるかと

いうことに改めて感じてくれたと思っています。高学年は、仲間の気持ちを察しながら声をかけたり、ほ

ほえんだりしてグループをまとめていくことの大切さを学んでくれました。異年齢集団は、「小さな社会」

です。その社会の中で、リーダーとして、サブリーダーとして､どう仲間に接し、まとめていくかを考え、

行動に移す。「自己有用感」を肌で体験できたと感じています。 

○素敵な「ボランティア活動」の姿 

校庭の木々の葉は、日ごとに色鮮やかに染まってきています。特

に中庭のレンガ広場のハナミズキ、ドウダンツツジは、燃えるよう

な紅となり、ひらひらと舞い降り、秋の深まりを感じさせます。 

落ち葉が目立つようになってきましたが、朝の登校後、多くの子

ども達が落ち葉拾いのボランティアに参加してくれます。美化委員

会の呼びかけに応え、ほうきで落ち葉を掃く子、手で拾って集める

子、袋詰めして運ぶ子等、思い思いの形で参加してくれます。 

わずかな時間ではありますが、掃き清められた中庭は、すっきり

と美しく整えられます。子ども達の心も、今朝の青空のように澄み

切っています。「今日もがんばるぞ」と意気込んで教室に帰ってい

く子ども達の後ろ姿、よい一日のスタートです。 

ボランティア手帳５０回達成者も、順調に伸びています。公民館で草引き、ゴミ拾いをした・・・。誰

かの役に立つ幸せを感じる子が増えてきているようです。「自己有用感」につながる活動です。学校でも

どんどん奨励していきます。ご家庭でもどうぞよろしくご指導をお願いします。 

○「ひびきあいの日」の取組 
１１月２７日～１２月１日を「ひびきあい週間」として位置付けます。気持ちのよいあいさつ運動、「ポ

カポカ言葉」等の言葉を大切にする取組、道徳の授業などを通して、「相手の気持ちを思いやり、偏見や

差別的なものの見方をせず、誰とでもなかよく助け合うことのできる力」を育成していきます。１２月１

日は、授業参観日です。道徳の授業を中心に、人権意識の高揚につながる学びを参観していただければ幸

いです。 
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